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小
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長
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野

洋
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殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
五
項
Ｃ
の
「
拘
禁
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

二

四

号



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
五
項
Ｃ
の
「
拘
禁
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
件
（
以
下
「
本
件
事
件
」
と
い
う
。
）
の
公
訴
事
実
の
要
旨
は
、
沖
縄
県
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海

兵
隊
（
以
下
「
在
沖
縄
米
海
兵
隊
」
と
い
う
。
）
に
所
属
す
る
上
等
兵
で
あ
る
被
告
人
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
エ
ム
・
メ
ー
ジ
ャ
ー

ご

及
び
伍
長
で
あ
る
被
告
人
ポ
ー
ル
・
イ
ー
・
マ
ン
デ
ル
三
世
が
、
共
謀
の
上
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日
午
前
五
時
五
十

け
ん

五
分
こ
ろ
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
内
の
路
上
に
お
い
て
、
通
行
中
の
二
十
歳
の
男
性
に
対
し
、
手
拳
で
顔
面
を
多
数
回
殴
打
す

る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
て
そ
の
反
抗
を
抑
圧
し
、
同
人
か
ら
現
金
約
四
千
円
を
強
取
し
、
そ
の
際
、
当
該
暴
行
に
よ
り
、
加

き
よ
う

療
約
一
週
間
を
要
す
る
左
頬
部
打
撲
等
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

沖
縄
県
警
察
に
お
い
て
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日
午
前
六
時
こ
ろ
、
被
害
者
か
ら
の
一
一
〇
番
通
報
に
よ
り
本
件

事
件
の
発
生
を
認
知
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

沖
縄
県
警
察
に
お
い
て
は
、
本
件
事
件
の
認
知
後
、
速
や
か
に
、
事
案
の
概
要
及
び
被
疑
者
の
特
徴
を
関
係
警
察
署
、
在

一



沖
縄
米
海
兵
隊
の
憲
兵
隊
等
に
通
報
し
、
被
疑
者
の
発
見
を
求
め
る
な
ど
の
措
置
を
採
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

沖
縄
県
警
察
に
お
い
て
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日
午
前
八
時
四
十
三
分
こ
ろ
、
在
沖
縄
米
海
兵
隊
の
憲
兵
隊
か
ら
、

沖
縄
県
警
察
が
通
報
し
た
特
徴
を
有
す
る
者
を
発
見
し
、
憲
兵
隊
の
管
理
下
に
置
い
て
い
る
旨
の
連
絡
を
受
け
た
と
承
知
し

て
い
る
。

五
に
つ
い
て

沖
縄
県
警
察
に
お
い
て
は
、
被
疑
者
に
つ
い
て
捜
査
を
遂
げ
る
た
め
に
必
要
な
取
調
べ
を
行
い
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十

二
日
に
那
覇
地
方
検
察
庁
検
察
官
に
事
件
を
送
致
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
取
調
べ
の
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
捜
査
の
具
体
的
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

六
に
つ
い
て

改
め
て
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
那
覇
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
本
件
事
件
の
公
判
に
お
け
る
在
沖
縄
米
海
兵
隊
に

所
属
す
る
中
佐
に
対
す
る
証
人
尋
問
に
お
い
て
、
検
察
官
と
同
証
人
と
の
間
で
、
お
お
む
ね
御
指
摘
の
よ
う
な
や
り
取
り
が

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

二



七
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国

に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
日
米
地
位
協
定
」
と
い
う
。
）
第

十
七
条
�
�
に
い
う
「
拘
禁
」
と
は
、
逃
亡
の
防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
被
疑
者
の
自
由
を
制
約
す
る
措
置
を
い
う

と
解
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
か
な
る
措
置
を
採
る
の
か
に
つ
い
て
、
日
米
地
位
協
定
は
特
定
の
方
法
を
義
務
付
け
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
措
置
は
、
我
が
国
の
捜
査
当
局
が
行
う
捜
査
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
適

切
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
の
捜
査
当
局
は
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
必
要
と
認

め
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
（
以
下
「
米
軍
」
と
い
う
。
）
の
当
局
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
被
疑
者
を
拘
禁
施
設
に

収
容
し
て
逃
走
防
止
を
図
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
も
あ
り
、
米
軍
の
当
局
は
、
そ
う
し
た
我
が
国
の
捜
査
当
局
の
要
請
を
含

め
、
事
件
の
内
容
そ
の
他
の
具
体
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
そ
の
責
任
と
判
断
に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
米
軍
の
当
局
に
よ
る
措
置
は
、
被
疑
者
を
米
軍
の
拘
禁
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
や
被
疑
者
に
一

定
の
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
命
ず
る
禁
足
処
分
等
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
共
犯
関
係
に
あ
る
者
が
自
由
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
と
、
捜
査
上
支
障
が

三



生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
仮
に
個
別
の
事
件
に
関
し
て
捜
査
上
の
問
題
が
あ
れ
ば
、
日
米
間
の
協
議
を

通
じ
て
解
決
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

十
に
つ
い
て

日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
�
�
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
拘
禁
を
し
て
い
る
被
疑
者
が
逃
亡
し
た
事
例
と
し
て
、
次
の

二
事
例
を
把
握
し
て
い
る
。

�

平
成
四
年
一
月
十
七
日
、
沖
縄
県
沖
縄
市
に
お
い
て
、
同
県
に
駐
留
す
る
米
軍
（
以
下
「
在
沖
縄
米
軍
」
と
い
う
。
）

の
構
成
員
三
名
に
よ
る
強
盗
致
傷
事
件
が
発
生
し
た
。被
疑
者
三
名
の
う
ち
一
名
は
沖
縄
県
警
察
が
現
行
犯
逮
捕
し
た
が
、

他
の
二
名
は
現
場
か
ら
逃
走
し
、
身
柄
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
手
中
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
二
名
の
被
疑
者
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
県
警
察
に
お
い
て
、
身
柄
不
拘
束
の
ま
ま
事
件
を
那
覇
地
方
検
察
庁
検
察
官
に
送
致
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
三

月
二
日
ま
で
に
二
名
と
も
逃
亡
し
た
。
当
該
二
名
の
被
疑
者
は
、
同
年
八
月
二
十
九
日
及
び
平
成
五
年
三
月
二
日
に
そ
れ

ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
で
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
り
在
沖
縄
米
軍
の
当
局
に
身
柄
を
移
さ
れ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
平
成
四
年
九
月
九
日
及
び
平
成
五
年
三
月
十
七
日
、
那
覇
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
強
盗
致
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
、

収
監
さ
れ
た
。

四



か
ん

�

平
成
五
年
五
月
二
十
九
日
、
沖
縄
県
沖
縄
市
に
お
い
て
、
在
沖
縄
米
軍
の
構
成
員
に
よ
る
逮
捕
監
禁
及
び
強
姦
致
傷
事

件
が
発
生
し
た
。
被
疑
者
の
身
柄
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
手
中
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
県
警
察
に
お
い
て
、
身
柄
不

拘
束
の
ま
ま
事
件
を
那
覇
地
方
検
察
庁
検
察
官
に
送
致
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
七
月
十
七
日
ま
で
に
被
疑
者
が
逃
亡
し
た
。

被
疑
者
は
、
同
年
十
月
二
十
七
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
で
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
り
在
沖
縄
米
軍

の
当
局
に
身
柄
を
移
さ
れ
た
後
、
同
年
十
一
月
十
七
日
、
那
覇
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
不
起
訴
処
分
と
さ
れ
た
。

十
一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
日
米
地
位
協
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
問
題
に
つ
い
て
運
用
の
改
善
に
よ
り
機
敏
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
の
考
え
の
下
、
運
用
の
改
善
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
�
�
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
十
月
二
十
五
日
、
日
米
地
位
協
定
第
二
十
五
条
�
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
合
同
委
員
会
に
お
い
て
「
合
衆
国
は
、
殺
人
又
は
強
姦
と
い
う
凶
悪
な
犯
罪
の
特
定
の
場
合
に
日
本
国
が

行
う
こ
と
が
あ
る
被
疑
者
の
起
訴
前
の
拘
禁
の
移
転
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
要
請
に
対
し
て
も
好
意
的
考
慮
を
払
う
。
合
衆

国
は
、
日
本
国
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と
信
ず
る
そ
の
他
の
特
定
の
場
合
に
つ
い
て
同
国
が
合
同
委
員
会
に
お
い
て
提
示
す
る

こ
と
が
あ
る
特
別
の
見
解
を
十
分
に
考
慮
す
る
。
」
等
を
内
容
と
す
る
刑
事
裁
判
手
続
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

五



三
件
の
事
件
に
つ
い
て
、
こ
の
合
意
に
基
づ
く
起
訴
前
の
拘
禁
の
移
転
が
行
わ
れ
た
。

六


